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論文内容要旨
 受精の研究として取扱われる問題には,卵と精子の接着の機構,受精直後の卵の表層の速やかな
 変化と受精膜の形成機構,及び卵の付活の機構などがある。これらの問題の中から,付活機構をと
 りあげ,主として二枚貝の卵を材料に人工単為発生の研究を行った。
 二枚貝の卵は化学的または物理的処理により付活され,発生が開始する。例えば高張海水低張
 海水,塩類溶液,酸塩基尿素,熱紫外線などが有効であることが知られている。
 本研究は付活作用の異なると考えられれ,陽イオン,脂肪族アミン,中性赤などの働きを比較す
 ると共に,陽イオン間の拮抗作用,中性赤による多性誘起作用,コレテリンの抽出と染色性などを
 しらべ,二枚貝卵の村酒機構を明らかにすることを目的とした。
 1陽イオンの付活作用
 海水中に含まれる主な陽イオンによる付活を試みた結果,等張のKCl溶液に於て良い結果が得
 られた。シオフ紀イソシジミ,マテ,クチバガイの朱受精卵は壷MKO1に1分ほど浸すことによ
 抄発生が開始し,表層変化に続いて胚胞の崩壊が起幻極体を放出する。これらの付活卵は卵割を続
 け一部は幼生にまで発生する。
 等張Ke}で付濡した卵をOa++欠除海水に移すと表層変化やそれに続く胚胞の崩壊が起らた隔
 陽イオン間の拮抗作用をしらべた結果,K+の付活作用はCa++の存在により抑制されること
 が明らかとなった。K+の付活作用は原形質膜の透過性を高めることにもとづくと考えられOa+千
 はこのK+の働きを抑える。
 賜イオンの付活作用は,最初の付活刺戟の成立にはK+が最も有効でCa++は抑綱的に働き,付
 活刺戟の成立後の表層変化や胚胞の崩壊にはOa++が不可欠と結論される。
 1中性赤の付活作用
 中性赤は生体染色色素として知られるものであるが,1942年に元村により多精誘起作用を有す
 ることが発見された。
 多精誘起物質の多ぐが付活作用を有することから,中性赤による付活を試みた。シオフキの未受
 精卵は中性赤の10昭%の濃度で1分処理することにより80%の付活率が得られる。中性赤による
 付活過程は他の付活剤の場合と異なり,ゆるやかに表層変化が進行し,やがて発生が開始する。こ
 の中性赤による付活の際の表層変化から多糖になる原因を推察した。
 また,生体染色された中性赤顆粒の移動の観察と生体染色顆粒の固定切片標本作製を試みた結
 果ウニで知られるように付活過程の進行と共に中性赤顆粒は移動し,極体放出や卵割時には核ま
 たは分裂装置の部分に集合する。特に多精卵の表層に於て,精子の侵入部と思われる数ケ所に中性
 赤顆粒の集合が観察された。このことから中性赤顆粒は付活過程の進行に深い関係があると考えら
 れる。
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 血アミン類による付活
 二枚貝卵の付活にアンモニア海水が有効であることから,脂肪族アミンによるシオフキ及びカキ
 卵の付活を試みた。エチルアミン,ヂエチルアミン,トリエチルアミンについてそれぞれ村活作用
 をしらべた。ヂェチルアミンでは,10鴫%の濃度でシオフキやカキの未受精卵が付活された。
 ま0認%の濃度では卵細胞にアメーバ運動を誘起する。禾受精卵を遠心処理して分層化して後に,
 ヂエチルアミンの104%海水で処理すると,分層中の中央部の透明細胞質部のみに伸長笈たは突
 患が生じた。この事実からアミンは透明細胞質を活性化すると考えられる。
 また受精卵又は付活卵の各発生段階ごとに,ヂエチルアミンで処理した結果,発生段階の各時期
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 に応じそれぞれ特徴ある型のアメーバ運動が観察され掲即ち付活直後の卵では未受精卵の場合と
 同様に,卵の表面の各所から指状の透明細胞質が突出し,やがてそれらが合体し,卵の表面を回転
 する。極体放出時には動物極にアメーバ運動が見られ,極体放出後は卵細胞全体が伸長し,あるも
 のは糸状になることもあっ丸卵割期には植物極の極葉部にのみ細胞質の突出及びアメーバ運動が
 観察された。
 発生の進行にともなう細胞質の移動は種々の卵で知られているが,上述のアメーバ運動の型から
 透明細胞質の分布及び移動の状態が推定された。
壌
 Wコレテリン(抗受精素類似物質)の検出
 中性赤の付活機構を明らかにするため,二枚貝の未受精卵及び精子からのコレテリンの検出と中
 性赤によるコレテリンの袖型を行った。これらはムラサキウニの場合と比較した。
 コレテリンは発村により,ウニの未受精卵に於て検出,命名された物質である。その性質は受精
 素と拮抗的に働き未受精卵を付活する働きがある。
 コレテリンは来受精二枚貝卵に於ても,ウニ同様に検出され,中性赤により抽出される。
 中性赤の付活機構は表層変化の過程と,コレテリンの抽出作用から,二枚貝未受精卵の表層に存
 在するコレテリン粒の活性化と関係があると考えられる。
 コレテリンは尤村のアリザリン赤による方法で染色される。種々の酸性染料で染色を試みた結果
 コットンブルー,エリト・シンB,アニリンブルーなども有効であった。
 次にコレテリンが精子頭部の抗受精素と類似の物質であることから抗受精素の検出を行った。抗
 受精素はなすりつけ法により精子頭部の先体のまわゆに強くアリザリン赤,コットンブルーにより
 検出できた。特にコツトンブノk一と中性赤による生体染色法により,先体を環状にとりまく抗受精
 素よ頭部の中片よりに,球状のゴルヂ一体が観察された。
 上述の陽イオン,アミン,中性赤の付活作絹を比較すると,陽イオン中のK+は未受精卵の表面
 の原形質膜に働き,その透過性を高め,Ga++の存在に於て付活過程が進行する。中性赤は未受精
 卵の表層中に存在するコレテリソ粒を活性化し,受精素の作用をとり除くことにより付活する。ア
 ミン類は未受精卵の透明細胞質を活性化すると考えられる。
要約
 王.陽イオンによる付活の場合付活刺戟の成立にはK+が有効で}Oa++はK+と拮筑的に働ぐ。
 付活刺隙の成立後の表層変化及び胚胞の崩壊にはCa++が必要である。
 2・中敷赤の付活作用は未受精卵の表層に存在するコレテリンの活性化にあ匂,表層変化はゆるや
 かに進行する。この表層変化は中性赤の多精誘起作用と関係があると考えられる。
 3、中性赤染色顆粒は租活及び卵割の進行と深い関係があると考えられる。
 4.アミン類は卵の透明細胞質を活性化し,アメーバ運動を誘起する。
 5・精子及び卵のコレテリンは二枚貝に於ても検出され,アリザリンのほか,コットンブルーやエ
 リトロシンBでも染色される0
 6、精子の抗受精素はコットンブルー生体染色により先体部のまわりに環状に位置することが明ら
 かとなった。
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論文審査要旨
 山本忠提出の学位論文は二枚貝卵の人工付活に関する研究と題する自著一篇で内容は四部から成
 る。
 卵の人工単為生殖による付活の研究はウニについて古くから行われているが,多種の研究材料及
 び種々の方法を潮いての広汎な比較研究は少い。著者はシオフキ,イノシジミ,マテ,クチバガイな
 どの比較研究によって付活の機構を解析しようと試みたものである。
 まず,陽イオンの付活作用については塩化カリの付活効果が最も高ぐ,その等張溶液で上記の材
 料はいずれも付活され,卵割をつづけ一部は幼生にまで発生する。この作用はカルシウムイオンに
 よって誇さえられる。このことは従来カルシウムとカリウムの混合比が論じられていた結果と異な
 るが,これは両者の作用機構が異る事によるとし,カリウムイオンは最初の付活刺激の成立に必要で
 付活後の表層変化や胚胞の崩壊にはカルシウムイオンの存在が必要であることを示した。
 次に,塩基性染料のひとつである中性赤が,ウニの卵に於て多精誘起作用を有することが知られ
 ていたが,著者はこの現象は,付活作用と関係をもつものとの推定の下に,シオフキの未受精卵を
 中性赤の0.Oi%の海水溶液にi分間浸すことにより,80%の付活率を得ている。ただし,この場
 合は他の付活剤と異りゆるやかに表層変化が進行する。また,中性赤によって染色される細胞内粒
 子の行動から,細胞質付落と中性赤粒子の行動とに深い関係があるものと推定している。
 また,エチルアミン,ヂエ升ルアミン,トリエチルアミンなどの脂肪族アミンを招いてシオフキ
 及びカキの卵の付活に成功している甑これらによって耐活された卵の著しいことは卵細胞にアメ
 ーバ状運動を沿こさせる事である。このアメーバ状運動の寿こる部位を遠心分離した卵や卵割期の
 卵について観察した結果,アメーバ状運動は透明細胞質の部分に壽こり,この細胞質は発生の進行
 によって移動することを示している。
 前に述べた中性赤の付活作用に関連して,中性赤を加えた海水中に卵からコレテリン(抗受精索
 類似物質)が溶出することを見出している。これは興味のある知見であって,中性赤の作用部位が
 卵内の抗受精素類似物質を活性化,即ち細胞内に遊離させることを示している。
 以上の各種の付活方法はその作用機構が異り,カリウムは卵のイオンの透過性に関係し,中性赤
 は来受精卵表層中の抗受精索類似物質を活性化して受精素の作矯を取除くはたらきを持ち,アミン
 類は来受精卵の透明細胞質にはたらぐことを明らかにし,付活作溺が単純な現象でなかったことを
 示している。
 人工単為生殖の研究は今世紀のはじめから多数の研究者によって付活の機構の解明に用いられて
 いたが,まだ定説を得ていない。現在の研究段階では各種の付活方法を見出して,それを比較研究
 することが必要であることは,上記の事実からみても明らかで著者の研究はこの方面に更に新しい
 事実を加えたものと言える。
 な診,抗受精素類似物質の検出に新しい染色方法を発見し,これを用いて精虫頭部の抗受精素存
 在部位を明らかにしたことは涯目されてよい。
 参考論文は4編あるが,ヒキガエルの人工的な重複胚形成かよび内臓逆位に関するものである。
 内臓逆位は従来天然に少数発見されていたが,人工的にこれを作るには手術によっていた。著者は
 ヒキガエルの初期胚に於て外見的に簡単に見分ける方法を見出し,これによって遠心分離した卵か
 ら多数の種々の段階の逆位胚を得ている。これらの研究は著者の観察と着想のよいこと及び研究の
 由の広さを示している。
 よって審査員は山本忠提繍の論文は理学博士の学位論文として合格とみとめた。
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